






















　1968 年から 1987 年：月数固定方式
　1988 年から 1989 年：移行期
　1990 年から 1999 年：小幅ドリフト方式
　2000 年から 2013 年：3 階建て要求方式



























２　例えばホンダは 5.9 か月であり、日産は 5.7 か月である。
３　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1100、2013 年 10 月 2 日。ただし 2013 年は筆者が記載し
た。


































は 6.0 か月であったが、トヨタの回答は 5.9
か月となり、12 年ぶりに「満額割れ」の回
















　（出所）トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0101、1990 年 5 月 22 日より作成した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




Wage と Working time の頭文字Ｗをとったもので、賃上げと労働時間の短縮をダブル（W）でねらっ
たものとされている。






















































No.0584- ④、2000 年 1 月 27 日から作成し
た。
総合加算部分 0.2 か月
5.9 か月業績反映部分 0.7 か月
基礎部分 5 か月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
８　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0579、1999 年 12 月 3 日。
９　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0584- ④、2000 年 1 月 27 日。
10　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0591- ③、2000 年 2 月 24 日。
11　同上。
12　同上。






















































要求は「5 か月＋ 32 万円」となった。「基礎
部分」は 5 か月であり、32 万円が「業績反
映部分」と「総合加算部分」となった。「業
績反映部分」はトヨタの営業利益 1,000 億円
当たり 5 万円で算出し 25 万円とし、「総合加




15　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0584- ④、2000 年 1 月 27 日。
16　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0616- ②、2001 年 1 月 29 日。
17　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0734- ①、2004 年 3 月 18 日。
18　同上。
19　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0722、2004 年 2 月 2 日。












































　2009 年 3 月期決算においてトヨタは赤字
となり、その後、業績は低迷した。2010 年
ゆめ W において組合は、「5 か月＋ 10 万円」
（平均 184 万円）を要求した。この要求は、
トヨタの赤字業績を反映したものではあった
（出所）トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0756、2005 年 2 月 1 日から作成した。
（注）*2 は「業績面から見たグローバルでの努力・頑張りの反映分」である。














21　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0971、2010 年 4 月 27 日。
22　同上。
23　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0964、2010 年 3 月 4 日。


























































25　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0983、2010 年 9 月 3 日。





































































30　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0983、2010 年 9 月 3 日。
31　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0988、2010 年 11 月 2 日。
32　同上。
表 6　2階業績反映部分の指標













部分 a については、表 8 のように算出され
た。その結果、総合加算部分 b は 10 万円、
業績反映部分 a は「-24.5 万円 +21.5 万円 =
－ 3 万円」となった。
　こうして「基礎部分＋業績反映部分＋総合
加算部分 =5 か月＋（-3 万円）＋ 10 万円＝
5 か月＋ 7 万円」となったのであった。
　この一時金要求の考え方は 2012 年及び
2013 年にも引き継がれ、組合の一時金要求





















された。要求案は、表 7 のとおり「5 か月＋
7 万円」と前年より 3 万円低い要求となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
33　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No．0990、2010 年 11 月 18 日。
34　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0998、2011 年 2 月 1 日。
（出所）　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0992、2010 年 12 月 2 日から作成した。
方法 組み立て 内容
金額
３階 総合加算部分 業績には表れない努力・頑張りを反映させることで、更なる報われ感につなげる部分 ( 業績には表れない努力・頑張りの反映分など )
２階 業績反映部分 業績を反映させることで、やりがい・達成感につなげる部分 ( 単独営業損益・受取配当金・「営業外損益―受取配当金」）
月数 １階 基礎部分 年間賃金の一部として安定・安心感につなげていく部分（基準内賃金の 5か月分）
図 1　新しい一時金要求の考え方
表 7　2011年一時金要求案








１階 基礎部分 5 か月
（出所） トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』
No.0998、2011 年 2 月 1 日から作成した。
　　　（出所）表 7 に同じ。
①「トヨタ単体の本業への貢献分」
　2010 年度の単独営業利益予想額を▲ 4,900 億円を前提に、1,000 億円あたり 5 万円で算出 -24.5 万円
②「グローバルなレベルも含めた国内外グループ各社などのへの貢献分」
③「本業を支える活動への貢献分」


























員 1 人平均年間「200 万円＋ 5 万円」（夏：




























35　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1004、2011 年 2 月 24 日。
36　 同上。
37　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1048、2012 年 3 月 8 日。
38　同上。
39　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1082、2013 年 3 月 1 日。
40　同上。
41　同上。
42　この回答を組合は「満額回答」と評価しているが、トヨタは「205 万円」と回答せず、あえて「＋ 5 万
円」としたのは、意味があった。宮崎直樹常務役員（当時）は、「会社としては 200 万円が妥当だと考
えていたが、労使相互信頼の証しである『労使宣言』から 50 周年を迎えたことを機に、組合員のさら
なる努力に期待し、プラス 5 万円の支給を決めた」（『中日新聞』、2013 年 3 月 14 日）と述べているよう































について± 500 億円の範囲内で、1,000 億円
あたり 5 万円の調整を夏季一時金で行うこと
になり、3 月の労使協議会における一時金の
回答平均 178 万円（夏季 89 万円、冬季 89 万




































43　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1084、2013 年 3 月 8 日。
44　 トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1088- ①、2013 年 3 月 14 日。
45　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.0825、2006 年 12 月 4 日。
46　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1009、2011 年 3 月 10 日。








































48　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1082、2011 年 3 月１日。
49　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1084、2011 年 3 月 7 日。
50　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1088- ①、2013 年 3 月 14 日。
51　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1100、2013 年 10 月 2 日。




○要求構築の考え方が、1 階～ 3 階に明確に示されており、
分かり易い。
○ 1 階 ( 安定・安心感）、2 階 ( 業績の反映→達成感）、3 階
( 業績に表れない努力・頑張り・思い ) と、スッテプ感
を持って議論を行うことで、理解を深めることができる。













































































52　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1100、2013 年 10 月 2 日。
53　同上。
54　同上。
55　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1103、2013 年 11 月 5 日。
( 出所 ) トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1100、2013 年 10 月 2 日から作成した。
長期安定的な向上 頑張れば報われる
これまで 小幅ドリフト方式 ◎ △
3 階建て要求方式 △ ◎
今後 ハイブリィド要求方式（仮称） ○ ○


















































①要求方式 3 階建て要求方式 ( 月数＋金額） 月数方式
②業績反映指標 単独営業損益＋単独営業外損益 単独営業損益
③業績反映タイミング







営業外損益 1,000 億円あたり 5 万円
単独営業損益 5,000 億円前後で 6 か月程
度を目線。
赤字業績下では、5 か月に拘る。
　　( 出所 ) 表 11 に同じ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


























































の 6.8 か月（夏：3.8 か月、冬：3.0 か月）を
トヨタに申し入れた。6.8 か月はトヨタの第
2 四半期時点での単独営業損益の見通しとし






62　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1121、2014 年 2 月 27 日。
63　同上。
64　同上。






















の推移は、表 13 のとおりである。2000 年か
ら 2008 年までは一時金は増加し、2000 年の
209 万円とピークの 2007 年の 254 万円を比
較すると 45 万円の増加である。
　しかし 2009 年から 2012 年まで一時金は減
少し、ピークの 254 万円と底となった 2012




































































































2000 年 2001 年 2002 年 2003 年
要求 5.9 か月 5 か月＋ 32 万円 5 か月＋ 39 万円 5 か月＋ 55 万円
一時金 209 万円 212 万円 220 万円 237 万円
2004 年 2005 年 2006 年 2007 年
要求 5 か月＋ 53 万円 5 か月＋ 62 万円 5 か月＋ 56 万円 5 か月＋ 79 万円
一時金 235 万円 244 万円 237 万円 258 万円
2008 年 2009 年 2010 年 2011 年
要求 5 か月＋ 75 万円 5 か月＋ 20 万円 ５か月＋ 10 万円 5 か月＋ 7 万円
一時金 253 万円 196万円 180万円 181 万円
2012 年 2013 年 2014 年 2015 年
要求 5 か月＋ 3 万円 5 か月＋ 30 万円 6.8 か月 6.8 か月
一時金 178 万円 200 万円＋ 5 万円 244 万円 246 万円
（出所）トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』の No.0751(2004 年 12 月 6 日 )、No.0832(2007 年 1 月 30
日 )、No.1032、(2011 年 12 月 2 日 )、No.1051- ① (2012 年 3 月 15 日 )、No.1088- ① (2013 年 3 月 14
日 )、No.1126- ① (2014 年 3 月 13 日 )、No.1051- ① (215 年 3 月 15 日 ) から作成した。
（注）ゴッシク部分は「満額回答」ではない「満額割れ」を意味する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　












基準給 + 生産性給 + 医務職給 + 職能個人給
+ 習熟給 + 役割給 + 職位手当 + 調整給 1+ 調















額 + 加算額」の合計である。この 2 つの項
目の比率は「60：40」である 77。従って、夏


















賃金等級別基礎額 + 加算額 5480,00
合計 1,370,000
（出所）トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』





主任職 事技 1 等級 913,000事技 2 等級 849,000
指導職 事技 3 等級 656,000事技 4 等級 433,500
担当事技職
事技 5 等級 120,500
事技 6 等級 66,500




上級業務職 上級 1 級 316,500上級 2 級 255,000
中堅業務職
中堅 1 級 158,000
中堅 2 級 104,000
中堅 3 級 82,000



























上させる」81 ために、CX 級と SX 級の加算
額が増額される。CX 級は 70,000 円から


























CX 級 技能 1 等級 973,000
SX 級 技能 2 等級 681,000
EX 級 技能 3 等級 572,000技能 4 等級 478,500
中堅技能職 技能 5 等級 402,500技能 6 等級 294,500
初級技能職 技能 7 等級 185,500技能 8 等級 131,500
基礎技能職 技能 9 等級 104,000
　　　（出所）表 14 に同じ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
78　2015 年は 2014 年と比較すると 7,000 円から 500 円の幅で減額されている。
79　青木慧『トヨタ人間管理方式』イースト・プレス、1993 年、179 ページ -180 ページには、1985 年末に
おける一時金に対する様子が描かれている。一時金が不当に少ないと思った労働者が、その理由を聞く
が、結局、上司を含め誰も説明できなかった。
80　 トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1163- ①、2015 年 3 月 19 日。組合は「謙虚・感謝」、「素
直・正直」を挙げているが、2011 年にトヨタがまとめた「私たちの心構え」にも「謙虚・感謝」、「正直」
があり、組合は同じ用語が使っている。
81　トヨタ自動車労働組合『評議会ニュース』No.1173、2015 年 8 月 3 日。
61トヨタの一時金
　なお、業績が好調となったトヨタの一時金
の水準や資格間の格差については、みること
はできなかったが 82、いずれ、明らかにする
必要があろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
82　トヨタの一時金の特徴については、拙稿「トヨタの賃金格差」猿田正機編『トヨタ企業集団と格差社会』
ミネルヴァ書房、2008 年で明らかにした。また、トヨタトヨタの業績が赤字の時期におけるトヨタの一
時金の水準は拙稿「赤字業績下におけるトヨタと関連企業の賃金格差」『中京企業研究』№ .36、2014 年
で明らかにした。
